
最近の
行事から

　　　　　　　「インクルーシブ教育」とは、誰もがお互

いに人格と個性を尊重し、支え合える社会（共生社会）の

実現に向けた教育のことです。 本校は文部科学省の「イン

クルーシブな学校運営モデル事業」の協力校として、昨年

度より玉村町立上陽小学校との交流及び共同学習に取り組

んでいます。

　先月3日には上陽小の体育館で本校小学部4年生との合

同授業が行われました。障害の有無にかかわらず楽しめる

「ユニバーサル上毛カルタ」を使った授業の様子は、

NHKのニュース番組や新聞でも報道されました。

　ユニバーサルデザインの視点を学習にどう取り入れるか

について校内研修を行ったり、インクルーシブな学びの実

現に向け上陽小と合同でオンライン研修を行ったりして、

教職員も専門性を日々アップデートしています。

今月の
トピックス

2月の主な行事予定

    2(月)～ 6(金）校内実習(中1・2)

　 4(水)　授業参観(小学部中学年)

 　5(木)　授業参観(小学部高学年)

 　6(金)　授業参観(小学部小学年) 

  12(木)　新小1体験入学・説明会

　　　　　　　　※小学部下校11:10

  13(金)　中学部体験入学・説明会

　　　　　　　　※中学部下校11:10

  13(金)・16(月)・17(火)　小２校外学習

  19(木)　高等部入学者選抜・お別れ会(小)

  25(水)　学校評議員会・お別れ会(中) 

  26(木)　中学部1・2年進路相談会

　伊勢崎市文化会館大ホールにて群馬交響楽団による移動音楽教室が行われ、小学部６年生と中学部2年生

の児童生徒が参加しました。事前学習した「演奏を聞くときのマナー」をしっかり守って鑑賞することがで

きました。オーケストラの迫力ある生演奏に大きな拍手を送っていました。

ヤクルトの「おなかマスター」である管理栄養士さん、健康管理士さんをお招きし、　「早ね、早おき、朝

ごはん、 朝ウンチ」をテーマに、いいうんちを出すための生活習慣について、お話しをいただきました。
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　新しい年が始まり、早1ヶ月が過ぎようとしています。冷え込みの厳しい日が続いていますが、校

内は子どもたちの明るい笑い声と活気に満ちあふれています。卒業学年のまとめとなる３学期。健

康に気をつけて、毎日元気に過ごしましょう。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

1月14日15日　文化庁芸術家派遣事業

「ジャズとサーカス」

 令和７年度文化庁芸術家派遣事業として「ジャズとサーカス」の

皆さんが音楽室にやってきました。ドラム、ベース、ピアノ、トラ

ンペットのセッションに合わせ、様々な技を目の前で披露していた

だき、笑顔いっぱいの楽しい時間になりました。

1月15日28日　ヤクルトおなか元気教室

1月21日　群馬交響楽団移動音楽教室

インクルーシブ教育

よ

1月27日　ALTによる授業

　昨年12月22日にも本校においでいただいたALTのチェルシー先生が

再び来校し、小学部4年生のみんなと一緒に、英語を使ったクイズやゲ

ームなどの楽しい授業が行われました。


